
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老後を生き生きと 

              有馬 鉱一 

大田区パソコン同好会に入会して、

はや３年目を迎えようとしておりま

すが、なかなか、思うようには参りま

せん。 

初めは、デジカメでとった写真を、

パソコンに取り込んで、自分好みの昨

品に仕上げていければと思って居り

ましたが、初心者ゆえ、思うようには

いきません。 今は水曜日の「なんで

も相談」の時間帯で、諸先輩方に一つ

一つ教えて頂きながら、毎回楽しく習

得に取り組んでおります。 

 去年は、年賀状の作成や名刺の作

り方など、身近なものから取り組んで

おります。一つ一つ完成させるたび

に、やったとの喜びが湧いてまいりま

す。これも、一つのボケ防止につなが

ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

いま日本の高齢化は急速に進み、２

０２０年には人口の４人に１人が６

５歳以上の高齢者に、なるとの推計も

言われております。 

 

近年、イギリス政府が、世界の多くの

学者と協力して行った研究調査があり

ます。そのテーマは、 

「人間が、より豊かな心で幸福でいる

ためには何が必要か」についてです。 

 そこでは、日常の生活の中で実践で

きる五つの 項目が勧められていま

す。 

 第一は、周りや地域の人々と「つな

がること」。 

 第二は「活動的であること」。 

 第三は「関心を持つこと」。 

 第四は「学び続けること」。   

 第五は、人に何か良きものを「与え

ること」です。 

すなわち、身近な家族や友人、地域を

大切にして、人間とつながり、生き

生きと活動する。社会や環境に積極

的に関わり、学ぶことを怠らず、人

のために貢献するーここに、豊かな

心で幸福に生きるための要諦がある

というのです。          

  人間は一人では生きられない。そこが

見落とされ、寂しい老後を送っている

方がすくなくない。励まし、助け合え

ば、力は二倍、三倍になる。孤立して

しまえば、人生はみじめである。 
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